
　自衛隊は外部から武力攻撃に対し、防衛のみに徹するとしてきました。（専守防衛）

ところが今年８月、自民党は現憲法下でも“敵ミサイル基地を攻撃”ができるという、

驚くべき憲法無視の防衛政策を発表しました。（裏面参照）

　こんな自民党政権下で憲法が変われば、堂々と海外派兵でき、徴兵制度も可能に

なり、子や孫らが殺し殺される戦場に立たされることも現実になります。

「ぎふ平和のつどい」実行委員会（委員長平方浩介）
【連絡・問合せ】090-7917-9602（吉田）、090-3838-8181（井平）

11月３日は憲法が生まれた日です

もし、憲法が変えられたら、未来の子どもたちは？

　憲法9条のおかげで戦後日本は、戦争によって殺し殺される犠

牲者を一人も出しませんでした。それは、戦争を絶対にしないと

いう立場こそが最大の抑止力であることを証明しています。

憲法公布11月3日を

記念しての訴え

憲法は古くなったか？、押しつけ憲法か？

戦争をしない立場こそ

　　　　　　最大の抑止力！
戦争をしない立場こそ

　　　　　　最大の抑止力！

　「戦争を絶対にしない」「戦争目的の武器を持たない」と

まで憲法第９条に明記したことで、被害国が日本に向けた言

葉が「日本の起こした戦争は許すが、忘れない！」でした。

　「押し付けられた、古くなった憲法、だから憲法を変えよ」

と叫ぶ自民政権の主張は、戦争加害という重い歴史を忘れた

言動ではないでしょうか。

この平和憲法を変えて、再び日本を

　　戦争する国にしてよいのでしょうか？

日本が起こした戦争でアジアに2,000万人もの犠牲者をだしました。

その反省の上に立って出来たのが今の日本国憲法です。

改憲はアメリカの

　　　　要求でもあります！

① 国の主人公は国民であるとした 主権在民　・・・・・・　戦前は天皇主権であった。

② 誰もが平等・自由であるとした 基本的人権尊重・・・戦前は大幅な制限があった。

③ 武力ではなく話し合いで解決する 平和主義・・・戦前は軍国主義、侵略主義であった。

日本国憲法の三本の柱とは

⇒この三本柱を根本から変えようとする動きが強められています！

9条は多くの犠牲者の上に誕生！

改憲はアメリカの

　　　　要求でもあります！
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改憲はアメリカの

　　　　要求でもあります！

俺と一緒に
　戦おうぜ！


